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栄養豊富な「菊芋」をもっと身近に　　　
株式会社 村木組  農事部 しらかば農園
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鹿角市にある株式会社村木組の農事部「しらかば農

園」では、十和田高原に所有する広大な農場で野菜の栽

培を行い、生産加工品のネット販売を手がけている。

同社では2011年から菊芋の生産を開始。食物繊維が

豊富な菊芋は、体内の脂肪を吸収し、血糖値を抑える効

果を持つ「スーパーフード」とも呼ばれる機能性食品だ。

しかし、生菊芋の出荷期間は冬期のみ。「健康のために通

年で菊芋を食べたい」という顧客の要望に応え、新鮮な

菊芋の栄養成分を封じ込めた菊芋ペーストを商品化した

が、認知度が低く、一部の人にしか支持されていないこ

と、ペーストの使い方がわからない人が多いことが悩み

の種だった。

そこでセンターに相談を持ちかけ、毎日食べられる菊

芋ヨーグルトを商品化することになった。同社では「あき

た農商工応援ファンド」を活用し、県内でヨーグルトを製造

する企業とのマッチングを実施。湯沢市の栗駒フーズ株

式会社との連携が決まった。秋田県総合食品研究セン

ターも加わり、菊芋の特徴となるフラクトオリゴ糖の配合

量の分析と調製を繰り返した。結果、飲むタイプ・食べるタ

イプ、風味と菊芋の濃厚な味わいを感じられる2種類の菊

芋ヨーグルトが完成し、この春から販売が開始される。

身体にいいものを、
毎日の食卓に届けたい

菊芋ヨーグルトの開発

菊芋の認知度アップへつなげたい

同社では「菊芋ヨーグルト」のパッケージデザイン開発

でもセンターの専門家派遣も活用。今後は「菊芋」のロゴ

を統一させ、菊芋ペーストや菊芋チップスなど、他の加工

品も新デザインで展開していく予定だ。

「しらかば農園では、これまで自社の通信販売だけの、

ある意味閉ざされたフィールドで生産販売を行ってきまし

た。センターを通じて、県内のさまざまな業者の方と知り

合う機会が増えたり、展示会に出展したり、外とつながる

場が広がったことが私たちにとっての大きな成果。今後は

菊芋ヨーグルトを筆頭に、秋田県産菊芋の認知度アップと

市場の拡大に、さらに力を入れていきます」。

「病院や介護の
場でも菊芋の

魅力を知ってほしい」
と兎澤さん
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掌に秋田を。“天然木のボールペン”　　  
有限会社 中野木工（中野挽物製作所）
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木材をろくろや旋盤で挽き、円形の器物をつくる技術、

挽物。ひとつひとつの工程の全てが職人の腕に託された

無垢材のまるみが魅力の工芸品に、湯沢市から一風変わっ

た小物が加わった。有限会社 中野木工（中野挽物製作所）

の中野徳之さんが生み出した“天然木のボールペン”だ。

「受注する製品の9割が特注家具や店舗什器ですが、

そのほとんどが大型家具。父から学んだ挽物技術で、1か

ら10まで自分だけで製作可能な新商品を作れないかと

考えました」。

何よりも木工品に携わる者として、“木”をもっと身近に

感じて欲しいという願いがあった。センターのデザイン相

談を活用しながら商品開発に乗り出したのが6、7年前。

秋田杉やイタヤカエデ等、それぞれの木の特徴を活かし

たペン軸にするため、太さや書きやすさにこだわった。

「使用した人の意見も聞きながら、数えきれないくらい

試作品を作りましたね。特に秋田杉は柔らかく、薄さと強

度のバランス調整には苦労しました」。

口金部も地元企業の協力を得て制作し、芯以外はメイ

ドインAKITAを実現。１本ずつ丁寧に削り出し、細部まで

突き詰めた機能的で美しいデザインは、日本ギフト大賞

2016秋田賞やウッドデザイン賞2017を受賞した。

販売は湯沢市内の文房具店やインターネットでの注文

が中心だが、展示販売会等での評価も上々。今後は、ブラ

ンドの確立と付加価値を高めるために県産材の種類を増

やすなど更なる商品自体のブラッシュアップとパッケージ

の改良にも取り組んでいく予定だ。

「開発当初は北東北の木材を使用していましたが、相

談していくうちに原材料も秋田県材へシフトしました。秋

田には杉だけでなく広葉樹もたくさんあります。もちろん

多くの人に手に取ってもらえたらと思います。特に秋田に

縁があり、今は県外に出られた方などに持っていただき、

少しでも秋田を身近に感じて貰えれば嬉しいです」。

ひとつひとつ手作業で削りだす
メイドインAKITAのぬくもり

挽物の技術を活かした逸品

ブランドの確立と更なる付加価値を

「手に取って
秋田のぬくもりを
感じてほしい」
と中野さん

ひ き も の

手造りの製品は全て一点もので一生もの。
中野さんが持つのは人気商品の「ちいさないす」と「昔ながらの椅子」。（写真左）

菊芋以外にも多数の農産物を取り扱う。
主力商品の保存料を一切使わない無添加飲料「野菜スープ」も好評。（写真右）

あきた農商工応援ファンド事業事業概要

農林漁業者と中小企業者が連携して取り組む
新商品開発等を助成します。

あきた企業活性化センター／設備・研究推進課
TEL.018-860-5702

お問い合わせ

産業デザインに関する助言事業概要

産業デザイン、製品開発、マーケティング等についての専門的な
助言やデザイナーとのマッチング、コーディネートを行います。

知財・デザイン支援課
TEL.018-860-5614

お問い合わせ




